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★☆１：機関誌委員会・高橋委員長あいさつ
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　2013年の全国連盟臨時総会で、中長期的な活動の継続・拡大を図る課題の検討のために、「労山組織基本問題調査会」の設置を決めました。そして2015年総会への答申内容の一つに「登山時報」の問題が取り上げられ、財政的な観点から採算ベースとなる5000部の購読部数と25％以上の購読率の数値目標を達成することが提起されました。
　全国理事会はこれを受けて、「登山時報」の普及を大きく促進するために本年６月に「機関誌委員会」を立ちあげ、高橋友也副理事長を委員長とする計６名で委員会が発足しました。機関誌委員会は、次のスローガンを掲げ、地方連盟・各会と協力しながら購読率の改善を目指していきます。
・購読率25％以上をめざし、購読部数ゼロの会・クラブをなくしていこう！
・地方連盟の理事や会の運営委員はみんなが購読しよう！
　具体的には、希望する会・クラブへの見本誌の無料配布、地方連盟での機関誌
担当者・通信員の推薦、アンケートのお願い（誌面充実に反映）に取り組み始めたばかりです。しかし、課題への取り組みには機関誌委員会と地方連盟・各会とが連携・協力していかなければ目標を達成することは困難です。

したがって、購読部数がいまどうなっているのかの状況、ほかの地方連盟がどのように取り組んでいるかなどをお知らせして、皆さんと情報を共有していこという趣旨で機関誌委員会ニュースを発信していくことになりました。

今後とも機関誌委員会をよろしくお願いします。
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★☆２：「登山時報」購読部数の状況（６月～11月号）
　６月号を最低購読部数として下げ止まり、増誌に転じました。でもまだ大きく増加しているわけではありません。６月の機関誌委員会の発足以降、各地方連盟での機関誌購読の拡大運動を活発にしていくことを呼びかけてきましたが、これに応える動きが各地で出てきています。その結果「登山時報」の本年６月号と11月号で購読数を比較して、今期最低部数が６月号で2566部、９月号までに３７部増、10月号13部増、11月号20部増と計2636部に増えています。
	
	３月
	６月
	９月
	10月
	11月
	6-9月増減

	会クラブ購読（団体）
	2810
	2566
	2603
	2616
	2636
	70

	個人購読
	-
	134
	130
	130
	131
	-3


　機関誌委員会では、有料購読部数ゼロの会・クラブに見本誌（６冊１セット）を送付しました。全国連盟の256の会・クラブに送付完了しました。
兵庫県連盟では、８つの会で購読数を増やしました。広島県連盟では、会が購読補助の予算を計上したら12人の申込みがあったとの報告がありました。
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★☆３：地方連盟の取り組み（大阪府　愛知県　福岡県）
　地方連盟から見本誌を送付してくださいと依頼があったところには、既に静岡県連45部（９/24対応）、鹿児島県連40部（10/７対応）、福岡県連400部（10/９対応）、神奈川県連20部（10/13対応）、他にも全国会議（女性委員会、自然保護委員会など）へ提供しました。
　地方連盟理事会への要請の一つとして、理事の未購読や有料購読０の会をなくすことなどを提起してきていますが、いくつかの地方連盟では、会・クラブではなく、連盟理事会が申込みの窓口になり購読をまとめているところもあります。
　この要請に応え、大阪府連盟の園敏雄「理事長は「労山の仲間を結ぶ機関誌を大事にしていかなければならない。『山と仲間』の二の舞には絶対するな」と常任理事の方々にＥメールで奮起を要請しました。福岡県連では、大塚三紀夫副会長が「登山時報」の担当者になり、「県連通信」１ページの誌面を割いて「登山時報」の内容を詳しく紹介しながら、登山や遭難対策の情報源やミニ講座などでの活用例などを具体的に紹介して購読を呼びかけました。愛知県連の洞井孝雄理事長からは、「県連の機関誌に全国機関誌委員会からの要請を掲載し理事会で訴え、各会代表者会議でも各会に購読を呼びかけた。会長が会員一人ひとりに声をかけ購読者ゼロから10人にした会もある」との報告が寄せられました。
　このように、各地での購読拡大の取り組みや反応が徐々に活発化し組織的になってきました。講読数もここ数カ月前月を上回る数字で推移してきていますが、その数字はまだまだ小幅なので、本格的な動きが求められるところです。３割、４割の会員に定着しているところの例もあるが、８割、９割の会員が見たことがない、読んでいないところが相当にあります。
　普及の促進には、購読率が高い会の経験を学ぶことも重要です。新入会員にどう紹介し、どう活用しているのかなど、経験を交流していきたいと思います。そうしたことを機関誌委員会の普及メールニュースで発信しますので、各地での経験・情報を寄せて下さい。
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